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図 1　全国・東京府・三多摩地域の産業組合件数推移
出所：農林省『産業組合要覧』各年、東京府編『東京府統計書』各年、東京府北多摩郡農会編『東
京府北多摩郡勢一覧』1916年、105−106頁、東京府南多摩郡編『南多摩郡史』1923年、54−55頁、
東京府西多摩郡編『東京府西多摩郡第一回郡勢一斑』1914年、240−243頁より作成。

　構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
で
は
、
東
京
府
内
に
お
け
る

産
業
組
合
の
設
立
状
況
を
全
国
と
対
比
し
つ
つ
検
討
し
、
西
・

南
・
北
多
摩
の
各
郡
に
お
け
る
組
合
展
開
の
差
異
を
明
ら
か
に

す
る
。
次
に
、
二
で
は
、
東
京
府
全
体
の
組
合
経
営
に
つ
い
て

財
務
分
析
を
行
い
、
三
で
は
郡
別
に
多
摩
地
域
の
組
合
事
業
の

展
開
を
概
観
す
る
。
な
お
、
今
後
の
連
載
の
中
で
三
多
摩
の
各

郡
別
に
論
稿
を
用
意
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ

の
予
備
的
作
業
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

一

　産
業
組
合
数
の
拡
大

　一
九
〇
〇
年
か
ら
設
置
が
始
ま
っ
た
産
業
組
合
は
、
短
期
間

で
全
国
各
地
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
図
１
は
、
全
国
・
東
京

府
・
多
摩
地
域
に
お
け
る
組
合
件
数
の
推
移
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
。
全
国
的
に
は
、
早
く
も
一
九
一
三
年
に
は
一
万
組
合
を

超
え
、
一
九
一
八
年
に
は
当
時
の
自
治
体
数
一
万
二
二
五
一
市

町
村
に
対
し
て
組
合
数
一
万
二
五
二
三
組
合
と
一
〇
○
％
を
上

回
っ
て
い
る
。
産
業
組
合
は
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
四

半
世
紀
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
平
均
す
れ
ば
一
市
町
村
に
一
組

合
が
存
在
す
る
と
い
う
、
全
国
的
な
普
及
を
み
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
東
京
府
の
産
業
組
合
件
数
の
伸
び
は
一
九
一
〇
年
代
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の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
検
討
の
対

象
は
農
村
的
性
格
の
強
い
道
府
県
に
偏
っ
て
お
り
、
平
山
恵
三

氏
に
よ
る
個
別
事
例
分
析
の
蓄
積
（
い
ず
れ
も
『
信
用
金
庫
』

掲
載
）
が
あ
る
も
の
の
、
東
京
府
全
体
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
は
鈴
木
（
一
九
九
七
）
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

農
林
省
経
済
更
生
部
編
『
昭
和
十
三
年
度 

産
業
組
合
要
覧
』

に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
度
に
お
け
る
東
京
府
の
産
業
組
合
が

擁
す
る
資
金
総
額
（
貯
金
・
積
立
金
・
借
入
金
・
払
込
済
出
資

金
の
合
計
額
）
は
、
福
岡
県
・
兵
庫
県
に
つ
い
で
全
国
で
三
番

目
に
多
く
、
そ
の
存
在
は
決
し
て
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
東
京
府
の
産
業
組
合

史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
、
ま
ず
は
多
摩

地
域
に
視
座
を
据
え
て
そ
の
概
観
を
描
き
出
す
こ
と
を
課
題
と

す
る
。

6

多摩の
金融史

小
島

　
庸
平

戦
前
期
に
お
け
る 

東
京
府
・
多
摩
地
域
の
産
業
組
合

は
じ
め
に

　一
九
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
産
業
組
合
法
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
産
業
組
合
は
、
営
利
を
追
求
す
る
会
社
組
織
と
は
異
な

り
、
組
合
員
間
の
相
互
扶
助
を
原
則
と
す
る
協
同
組
合
で
、
税

制
面
で
優
遇
を
受
け
つ
つ
、
信
用
・
購
買
・
販
売
・
利
用
の
各

事
業
を
営
む
も
の
と
さ
れ
た
。
戦
前
期
の
銀
行
を
利
用
で
き
る

階
層
は
上
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
産
業
組
合

は
、
郵
便
局
と
並
ん
で
当
時
の
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
金
融
機
関
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
る
と
、
農
業
協
同
組

合
や
信
用
金
庫
に
衣
替
え
し
て
存
続
し
た
も
の
も
多
く
、
地
域

の
歴
史
を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
組
織
で

あ
る
。

　そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
産
業
組
合
に
つ
い
て
は
数
多
く
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　構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
で
は
、
東
京
府
内
に
お
け
る

産
業
組
合
の
設
立
状
況
を
全
国
と
対
比
し
つ
つ
検
討
し
、
西
・

南
・
北
多
摩
の
各
郡
に
お
け
る
組
合
展
開
の
差
異
を
明
ら
か
に

す
る
。
次
に
、
二
で
は
、
東
京
府
全
体
の
組
合
経
営
に
つ
い
て

財
務
分
析
を
行
い
、
三
で
は
郡
別
に
多
摩
地
域
の
組
合
事
業
の

展
開
を
概
観
す
る
。
な
お
、
今
後
の
連
載
の
中
で
三
多
摩
の
各

郡
別
に
論
稿
を
用
意
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ

の
予
備
的
作
業
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

一

　産
業
組
合
数
の
拡
大

　一
九
〇
〇
年
か
ら
設
置
が
始
ま
っ
た
産
業
組
合
は
、
短
期
間

で
全
国
各
地
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
図
１
は
、
全
国
・
東
京

府
・
多
摩
地
域
に
お
け
る
組
合
件
数
の
推
移
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
。
全
国
的
に
は
、
早
く
も
一
九
一
三
年
に
は
一
万
組
合
を

超
え
、
一
九
一
八
年
に
は
当
時
の
自
治
体
数
一
万
二
二
五
一
市

町
村
に
対
し
て
組
合
数
一
万
二
五
二
三
組
合
と
一
〇
○
％
を
上

回
っ
て
い
る
。
産
業
組
合
は
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
四

半
世
紀
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
平
均
す
れ
ば
一
市
町
村
に
一
組

合
が
存
在
す
る
と
い
う
、
全
国
的
な
普
及
を
み
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
東
京
府
の
産
業
組
合
件
数
の
伸
び
は
一
九
一
〇
年
代
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け
て
は
三
一
～
三
二
件
の
間
で
停
滞
的
に
推
移
し
て
い
る
。
東

京
府
全
体
の
産
業
組
合
数
の
伸
び
は
、
東
京
市
内
や
多
摩
地
域

以
外
の
郡
部
（
一
九
三
二
年
以
降
の
新
市
域
）
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
西
多
摩
郡
が
一
応
の
成
長
を
見
せ
る
も
の
の
、
南

北
両
多
摩
郡
の
組
合
件
数
は
必
ず
し
も
順
調
に
は
増
加
し
て
い

な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　こ
の
点
を
よ
り
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
、
東
京
府
に
お
け
る
産
業
組
合

数
が
ほ
ぼ
頭
打
ち
と
な
る
一
九
二
〇
年
代
半
ば
時
点
で
の
組
合

加
入
率
と
産
業
組
合
の
設
立
状
況
を
郡
別
に
掲
げ
た
。
ま
ず
、

一
九
二
四
年
度
末
時
点
で
の
組
合
加
入
率
を
見
る
と
、
西
多
摩

郡
の
高
さ
が
際
立
っ
て
お
り
、
同
郡
で
は
全
世
帯
の
お
お
よ
そ

三
分
の
二
が
組
合
に
加
入
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
加
入

率
（
二
八
・
九
％
）
と
比
較
し
て
も
著
し
く
高
く
、
同
郡
に
お

け
る
組
合
は
相
対
的
に
多
く
の
住
民
を
取
り
込
ん
で
い
た
と
言

え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
多
摩
郡
は
一
一
・
〇
％
、
北
多
摩

郡
は
一
六
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
府
平
均
を
上
回
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
比
率
と
し
て
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
同
表
右

側
の
一
九
二
五
年
五
月
末
時
点
に
お
け
る
組
合
設
立
状
況
を
確

認
す
る
と
、
西
多
摩
郡
で
は
三
二
町
村
に
対
し
て
三
一
組
合
が

表 1　郡市別の現在戸数・組合員数・組合件数

出所：東京都農協二十年史編纂委員会『東京都農協二十年史』家の光出版サービス、1971年、
61−62頁、東京府編『東京府統計書』1924年、141頁、産業組合中央会東京支会『東京府産業組
合一班』1922年、25−26頁、農林省『第30次産業組合要覧』1932年、168頁より作成。
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後
半
ま
で
は
緩
慢
で
、
全
国
の
設
立
の
ス
ピ
ー
ド
と
比
較
す
れ

ば
明
ら
か
に
見
劣
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一 

七
年
以
降
に
急
伸
し
、
二
四
年
に
は
ほ
ぼ
飽
和
点
に
達
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
急
伸
の
要
因
と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
東
京

府
が
一
九
一
七
年
に
策
定
し
た
「
東
京
府
産
業
組
合
奨
励
五
箇

年
計
画
」
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
、
府
内
産
業
組
合
の
活
動
が

必
ず
し
も
活
発
で
は
な
い
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
主
と
し
て
下

記
四
点
の
施
策
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
産
業
組
合
中

央
会
東
京
支
会
一
九
二
二
、
三
五
～
三
七
頁
）。

（
一
）
産
業
組
合
主
事
の
他
に
、
主
事
補
二
名
を
増
置
す
る
。

（
二
）
産
業
組
合
中
央
会
東
京
支
会
に
三
〇
万
円
を
補
給
し
、

う
ち
二
五
万
円
を
組
合
助
成
資
金
、
二
万
円
を
支
会
基
本
財

産
、
三
万
円
を
経
常
費
に
充
当
さ
せ
る
。

（
三
）
郡
市
部
会
を
設
置
し
、
経
費
の
補
助
を
行
う
。

（
四
）
産
業
組
合
監
督
規
定
を
改
定
し
、
組
合
に
対
す
る
監
査

を
強
化
す
る
。

　こ
う
し
た
補
助
金
支
出
を
伴
う
奨
励
策
が
一
定
の
成
果
を
挙

げ
た
た
め
に
、
府
内
産
業
組
合
件
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
府
の
当
局
者
自
身
も
、
本
計
画
の
「
効

果
空
シ
カ
ラ
ス
」、「
外
観
内
容
共
ニ
年
ヲ
逐
フ
テ
充
実
セ
リ
」

（
同
前
書
、
二
～
三
頁
）
と
し
て
自
画
自
賛
し
て
い
る
。

　た
だ
し
、
二
〇
年
代
の
不
況
と
関
東
大
震
災
の
打
撃
は
大
き

く
、
奨
励
政
策
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
組
合
に
解
散
す
る
も
の

が
相
次
ぎ
、
東
京
府
の
産
業
組
合
は
再
び
苦
境
に
陥
っ
た
。
そ

の
た
め
、
東
京
府
は
、
震
災
復
興
関
連
の
政
府
補
助
と
府
債
に

よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
を
組
合
に
転
貸
し
、
併
せ
て
「
数
よ
り

も
質
に
、
新
設
よ
り
も
充
実
に
重
き
を
置
」
く
こ
と
で
、
組
合

の
「
改
質
伸
展
」
に
力
を
入
れ
た
（
東
京
府
編
一
九
二
九
、
七

～
九
頁
）。
そ
の
結
果
、
二
〇
年
代
半
ば
以
降
は
不
用
意
な
組

合
新
設
が
抑
制
さ
れ
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
組
合
数
が
推
移
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　次
に
、
多
摩
地
域
に
目
を
転
じ
る
と
、
上
述
し
た
府
に
よ
る

奨
励
計
画
が
実
施
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
も
、
三
多
摩
の
組
合

件
数
は
明
示
的
な
伸
び
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

北
多
摩
郡
は
一
九
一
六
年
の
九
組
合
か
ら
、
奨
励
計
画
第
四
年

度
に
当
た
る
二
〇
年
に
は
一
一
件
、
二
四
年
に
は
一
三
件
と
微

増
に
留
ま
っ
て
お
り
、南
多
摩
は
一
九
一
八
年
の
二
一
件
か
ら
、

二
四
年
の
八
件
へ
と
逆
に
半
数
以
下
へ
落
ち
込
ん
で
い
た
。
西

多
摩
郡
だ
け
は
、
一
九
一
四
年
の
一
五
件
か
ら
、
二
〇
年
に
は

三
六
件
に
ま
で
増
加
し
た
も
の
の
、
二
四
年
か
ら
三
〇
年
に
か
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け
て
は
三
一
～
三
二
件
の
間
で
停
滞
的
に
推
移
し
て
い
る
。
東

京
府
全
体
の
産
業
組
合
数
の
伸
び
は
、
東
京
市
内
や
多
摩
地
域

以
外
の
郡
部
（
一
九
三
二
年
以
降
の
新
市
域
）
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
西
多
摩
郡
が
一
応
の
成
長
を
見
せ
る
も
の
の
、
南

北
両
多
摩
郡
の
組
合
件
数
は
必
ず
し
も
順
調
に
は
増
加
し
て
い

な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　こ
の
点
を
よ
り
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の

が
表
１
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
、
東
京
府
に
お
け
る
産
業
組
合

数
が
ほ
ぼ
頭
打
ち
と
な
る
一
九
二
〇
年
代
半
ば
時
点
で
の
組
合

加
入
率
と
産
業
組
合
の
設
立
状
況
を
郡
別
に
掲
げ
た
。
ま
ず
、

一
九
二
四
年
度
末
時
点
で
の
組
合
加
入
率
を
見
る
と
、
西
多
摩

郡
の
高
さ
が
際
立
っ
て
お
り
、
同
郡
で
は
全
世
帯
の
お
お
よ
そ

三
分
の
二
が
組
合
に
加
入
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
加
入

率
（
二
八
・
九
％
）
と
比
較
し
て
も
著
し
く
高
く
、
同
郡
に
お

け
る
組
合
は
相
対
的
に
多
く
の
住
民
を
取
り
込
ん
で
い
た
と
言

え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
多
摩
郡
は
一
一
・
〇
％
、
北
多
摩

郡
は
一
六
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
府
平
均
を
上
回
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
比
率
と
し
て
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
同
表
右

側
の
一
九
二
五
年
五
月
末
時
点
に
お
け
る
組
合
設
立
状
況
を
確

認
す
る
と
、
西
多
摩
郡
で
は
三
二
町
村
に
対
し
て
三
一
組
合
が

表 1　郡市別の現在戸数・組合員数・組合件数

出所：東京都農協二十年史編纂委員会『東京都農協二十年史』家の光出版サービス、1971年、
61−62頁、東京府編『東京府統計書』1924年、141頁、産業組合中央会東京支会『東京府産業組
合一班』1922年、25−26頁、農林省『第30次産業組合要覧』1932年、168頁より作成。
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年
の
伸
び
率
を
見
る
と
、
組
合
数
・
出
資
金
額
・
貯
金
額
・
貸

付
金
な
ど
が
順
調
に
増
え
て
い
る
も
の
の
、
最
も
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
の
は
借
入
金
で
、
一
人
当
た
り
四
・
九
円
か
ら
五
三 

・
九
円
へ
と
約
一
一
倍
に
著
増
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
購
買
額 

・
利
用
料
の
伸
び
率
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
な
く
、
販
売
事
業
は

逆
に
減
少
し
て
い
た
か
ら
、
奨
励
計
画
の
遂
行
に
よ
っ
て
組
合

の
事
業
基
盤
が
堅
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

　事
実
、
一
九
二
〇
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
は
差
引
損
益
が

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
厄
難
時
代
」（
東
京
府

編
一
九
二
九
、
七
頁
）
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
か
ら
二
七
年

に
か
け
て
は
、
再
び
借
入
金
を
四
・
六
六
倍
に
増
や
す
形
で
組

合
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に

府
か
ら
の
復
興
名
義
の
転
貸
資
金
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、表
３
で
あ
る
。

本
表
に
よ
れ
ば
、
東
京
の
一
組
合
当
た
り
借
入
金
額
は
合
計
約

五
・
五
万
円
で
、
東
北
型
・
養
蚕
型
・
近
畿
型
の
各
地
帯
と
比

較
し
て
、
著
し
く
高
か
っ
た
。
中
で
も
「
道
府
県
」
か
ら
の
借

入
が
二
・
二
万
円
と
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、
復
興
を
理
由
と

す
る
借
入
に
よ
っ
て
他
と
隔
絶
し
た
水
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、特
殊
銀
行
・
普
通
銀
行
を
始
め
、

産
業
組
合
中
央
会
や
東
京
府
の
信
用

組
合
連
合
会
か
ら
の
借
入
額
も
多
く
、

東
京
府
の
産
業
組
合
に
お
け
る
資
金

需
要
の
著
し
い
高
さ
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
こ
の
後
、
一
九
二
九
年
に

は
世
界
恐
慌
が
発
生
し
た
が
、
都
市

部
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
打
撃
は
さ

ほ
ど
激
甚
で
は
な
く
、
貸
付
金
を
抑

制
し
、
諸
積
立
金
を
着
実
に
積
み
増

す
こ
と
に
よ
っ
て
堅
実
な
経
営
に
転

じ
て
い
た
。
一
九
三
二
年
か
ら
は
、

産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
が
農
林

省
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
、
新
設
組
合

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
借
入

金
の
漸
減
と
貯
金
の
逓
増
と
に
よ
っ

て
一
九
三
四
年
に
は
後
者
が
前
者
を

上
回
っ
て
お
り
、
よ
り
低
コ
ス
ト
の

資
金
調
達
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
販
売
事
業
・
購
買
事
業
と

表 3　1926年末時点における一組合当たり借入先別借入金額	 単位：円

出所：産業組合中央金庫編『農村市街地信用組合金融事情調査（第 3 回）』1927年、23−24頁より作成。
注：「東北型」は東北 6 県、「近畿型」は近畿 2 府 4 県、「養蚕」は群馬・長野・山梨の 3 県を集計した。
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表 2　東京府における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：産業組合中央会東京支会『東京府産業組合概況（昭和十三年度）』1939年、 4 − 5 頁より作成。

存
在
し
て
お
り
、
単
純
に
計
算
す
れ
ば
ほ
ぼ
全
て
の
町
村
に
組

合
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
南
多
摩
郡
は
一
八
町
村
に
対

し
て
八
組
合
、
北
多
摩
郡
は
三
九
町
村
に
対
し
て
一
四
組
合
に

留
ま
っ
て
お
り
、
自
治
体
数
に
対
し
て
半
分
に
も
満
た
な
い
水

準
に
留
ま
っ
て
い
る
。
荏
原
郡
・
豊
多
摩
郡
・
南
葛
飾
郡
で
の

自
治
体
数
に
対
す
る
組
合
数
の
多
さ
を
見
れ
ば
、
そ
の
低
調
ぶ

り
は
否
定
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
南
多
摩
郡
は
、
一
九 

二
五
年
ま
で
の
累
計
設
立
組
合
数
三
二
組
合
に
対
し
、
実
に
二 

四
組
合
（
七
五
・
〇
％
）
が
解
散
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
北
多

摩
郡
の
解
散
比
率
も
他
郡
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
高
い
。
少
な

く
と
も
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
西
多
摩
郡
の
好
調
と
南

北
多
摩
郡
の
低
調
と
い
う
対
比
的
な
構
図
を
描
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
の
概
観
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
産
業
組
合

の
財
務
デ
ー
タ
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二

　東
京
府
産
業
組
合
の
財
務
分
析

　表
２
は
、
東
京
府
に
お
け
る
産
業
組
合
の
組
合
員
一
人
当
た

り
の
財
務
デ
ー
タ
を
、
一
九
一
六
年
か
ら
三
八
年
ま
で
継
続
的

に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
東
京
府
産
業
組

合
奨
励
五
箇
年
計
画
」
の
前
後
に
当
た
る
一
九
一
六
年
と
二
二
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年
の
伸
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。
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に
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、
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」（
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編
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、
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で
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た
。
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二
三
年
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ら
二
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年

に
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は
、
再
び
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入
金
を
四
・
六
六
倍
に
増
や
す
形
で
組

合
の
立
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直
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が
図
ら
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て
お
り
、
こ
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は
前
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し
た
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う
に
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ら
の
復
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名
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の
転
貸
資
金
で
あ
る
と
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ら
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る
。
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の
点
を
確
認
す
る
た
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に
作
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し
た
の
が
、表
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る
。
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ば
、
東
京
の
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当
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借
入
金
額
は
合
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五
・
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で
、
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・
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蚕
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・
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の
各
地
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比

較
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、
著
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く
高
か
っ
た
。
中
で
も
「
道
府
県
」
か
ら
の
借

入
が
二
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二
万
円
と
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、
復
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を
理
由
と

す
る
借
入
に
よ
っ
て
他
と
隔
絶
し
た
水
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
と
は
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え
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銀
行
・
普
通
銀
行
を
始
め
、

産
業
組
合
中
央
会
や
東
京
府
の
信
用

組
合
連
合
会
か
ら
の
借
入
額
も
多
く
、

東
京
府
の
産
業
組
合
に
お
け
る
資
金

需
要
の
著
し
い
高
さ
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
こ
の
後
、
一
九
二
九
年
に

は
世
界
恐
慌
が
発
生
し
た
が
、
都
市

部
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
打
撃
は
さ

ほ
ど
激
甚
で
は
な
く
、
貸
付
金
を
抑

制
し
、
諸
積
立
金
を
着
実
に
積
み
増

す
こ
と
に
よ
っ
て
堅
実
な
経
営
に
転

じ
て
い
た
。
一
九
三
二
年
か
ら
は
、

産
業
組
合
拡
充
五
カ
年
計
画
が
農
林

省
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
、
新
設
組
合

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
借
入

金
の
漸
減
と
貯
金
の
逓
増
と
に
よ
っ

て
一
九
三
四
年
に
は
後
者
が
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者
を

上
回
っ
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お
り
、
よ
り
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資
金
調
達
が
可
能
に
な
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い
た
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さ
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に
、
販
売
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・
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業
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表 3　1926年末時点における一組合当たり借入先別借入金額	 単位：円

出所：産業組合中央金庫編『農村市街地信用組合金融事情調査（第 3 回）』1927年、23−24頁より作成。
注：「東北型」は東北 6 県、「近畿型」は近畿 2 府 4 県、「養蚕」は群馬・長野・山梨の 3 県を集計した。
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表 4− 1　西多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。

表 4− 2　南多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。

表 4− 3　北多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。
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て
い
る
が
、
そ
の
後
の
伸
び
は
緩
慢
で
、
東
京
府
全
体
ほ
ど
に

は
大
き
く
は
な
い
。
貯
金
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
二
年
の
恐
慌

時
を
除
い
て
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
借
入
金
を
上

回
っ
て
い
た
。
西
多
摩
郡
は
、関
東
大
震
災
の
影
響
が
少
な
く
、

府
か
ら
の
貸
付
も
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
給
資
金
と

貯
金
と
に
よ
っ
て
相
対
的
に
は
安
定
的
に
事
業
を
営
む
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
事
業
高
は
、
一
九
二
〇
年
代

に
貸
付
金
が
順
調
に
伸
び
る
一
方
、
販
売
事
業
で
低
調
、
購
買

事
業
で
漸
減
し
て
い
る
が
、
三
〇
年
代
に
入
る
と
逆
に
貸
付
金

が
漸
減
、
販
売
・
購
買
両
事
業
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
恐
慌

下
で
債
務
不
履
行
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
信
用
事
業
を

縮
小
し
、
販
売
・
購
買
事
業
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
信
用
・
販
売 

・
購
買
事
業
兼
営
の
実
を
挙
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　次
に
、
表
４
‐
２
に
よ
っ
て
南
多
摩
郡
を
見
て
み
よ
う
。
南

多
摩
郡
で
は
、
先
に
見
た
通
り
二
〇
年
代
を
通
じ
て
組
合
件
数

が
低
迷
し
て
い
た
が
、
一
人
当
た
り
貯
金
額
も
一
貫
し
て
二
桁

の
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、
東
京
府
や
西
・
北
多
摩
郡
と
比
較

し
て
も
明
ら
か
に
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
郡
下
最
大

の
碓
氷
社
（
鶴
川
村
小
野
路
・
組
合
員
数
四
八
〇
名
）
が
信
用

も
に
事
業
量
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
よ
う
や
く

事
業
基
盤
が
底
固
め
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
る
。
都
市
部
は

比
較
的
早
く
恐
慌
の
影
響
か
ら
脱
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
三 

〇
年
代
に
お
け
る
東
京
府
の
産
業
組
合
の
経
営
状
況
は
、
総
じ

て
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

　多
摩
地
域
に
お
け
る
産
業
組
合
の
財
務
分
析

　で
は
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
産
業
組
合
は
い
か
な
る
展
開
を

遂
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
４
‐
１
か
ら
４
‐
３
に
は
、

表
２
と
同
様
に
組
合
員
一
人
当
た
り
の
運
転
資
金
量
と
事
業
量

の
推
移
を
郡
別
に
掲
げ
た
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
組
合
が
変
動

す
る
た
め
に
数
値
の
ブ
レ
が
大
き
く
、
読
み
取
り
に
は
注
意
を

要
す
る
が
、
以
下
、
郡
別
に
そ
の
動
向
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　表
４
‐
１
に
よ
っ
て
ま
ず
西
多
摩
郡
に
つ
い
て
見
る
と
、
同

郡
で
は
表
示
し
た
期
間
で
は
組
合
数
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
動
き
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
九
二
〇
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
は
、
奨
励
政
策
に
よ
っ
て

増
加
し
た
組
合
の
整
理
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
、
十
分
な
蓄
積

を
持
た
な
い
組
合
が
解
散
し
た
の
か
、
諸
積
立
金
が
著
し
く
増

大
し
て
い
る
。
借
入
金
は
同
じ
時
期
に
八
・
二
六
倍
に
増
加
し
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表 4− 1　西多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。

表 4− 2　南多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。

表 4− 3　北多摩郡における産業組合の事業推移	 単位：件、千円

出所：『東京府産業組合成績』1921年、東京府編『東京府統計書』各年より作成。
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を
展
開
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
れ
に
対
し
て
、
多
摩
地
域
で
は
震
災
の
影
響
が
大
き
く
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
借
入
金
額
は
東
京
府
ほ
ど
大
き
く
は
な

く
、
郡
ご
と
に
産
業
組
合
を
め
ぐ
る
事
情
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
西
多
摩
郡
は
農
村
的
性
格
に
支
え
ら
れ
て

産
業
組
合
が
い
ち
早
く
展
開
し
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
比
率

で
住
民
を
組
織
化
し
て
い
た
。
一
方
、
南
多
摩
郡
は
銀
行
が
多

数
立
地
す
る
中
で
、
主
産
業
た
る
養
蚕
・
製
糸
業
の
消
長
に
規

定
さ
れ
て
組
合
事
業
は
長
く
低
迷
す
る
。
逆
に
北
多
摩
郡
で
は

都
市
化
の
伸
展
に
よ
っ
て
資
金
需
要
が
弱
く
安
定
的
な
貯
金
の

出
し
手
と
な
る
俸
給
生
活
者
を
取
り
込
み
、
順
調
に
事
業
を
展

開
し
て
い
た
。
個
別
組
合
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
の
個
性
は
さ

ら
に
多
様
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、
個
別
組

合
の
動
向
を
郡
別
に
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
こ
と
を
、

今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
し
た
い
。

【
主
要
参
考
文
献
】

産
業
組
合
中
央
会
東
京
支
会
（
一
九
二
二
）『
東
京
府
産
業
組
合
一
班
』

鈴
木
浩
三（
一
九
九
七
）「
昭
和
金
融
恐
慌
時
の
東
京
府
の
信
用
組
合
対
策
」

『
経
営
分
析
研
究
』
一
三
号

東
京
府
編
（
一
九
二
九
）『
東
京
府
の
産
業
組
合
』

早
川
大
介
（
二
〇
一
七
）「
地
域
が
生
ん
だ
多
摩
の
銀
行
─
明
治
期
の
銀

行
設
立
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一
六
七
号

こ
じ
ま

　よ
う
へ
い

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
講
師

青
梅
市
在
住
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事
業
を
営
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
組
合
別
の
数
値
が
得
ら
れ
る
一
九
二
四
年
時
点
で
、
碓

氷
社
を
除
く
一
人
当
た
り
借
入
金
額
を
算
出
す
る
と
七
四
・
二 

二
円
と
な
り
、
一
九
二
三
年
の
東
京
府
や
西
・
北
多
摩
郡
よ
り

も
低
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
南
多
摩
郡
は
三
多
摩
地
域
の
中

で
最
も
銀
行
が
数
多
く
存
在
し
た
こ
と
（
早
川
、
二
〇
一
七
）

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
組
合
金
融
の
低
迷
を

考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
方
、販
売
事
業
は
最
も
活
発
で
、

こ
れ
は
碓
氷
社
に
加
え
て
鑓
水
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
や
大

正
製
糸
信
用
販
売
利
用
組
合
な
ど
の
比
較
的
大
規
模
な
組
合
の

活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
南
多
摩
郡
の
組
合
活
動

を
考
え
る
上
で
、
組
合
製
糸
の
存
在
と
そ
の
活
動
の
低
迷
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

の
養
蚕
・
製
糸
業
の
停
滞
が
、
こ
の
地
域
の
経
済
活
動
と
組
合

事
業
の
低
迷
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　最
後
に
、
北
多
摩
郡
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
貯
金
額
の
大

き
さ
が
ま
ず
は
注
目
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
一
九
二
七
年
に
は
貯

金
額
が
前
年
と
比
較
し
て
一
五
〇
円
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ

は
不
良
組
合
整
理
の
影
響
と
と
も
に
、
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
銀

行
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
資
金
が
組
合
へ
と
流
入
し
て
い
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
恐
慌
下
の
一
九
三
二
年
に
貯
金
額
は

三
四
七
・
八
円
と
最
多
額
を
記
録
し
て
お
り
、
農
産
物
価
格
惨

落
の
影
響
を
強
く
受
け
た
農
村
の
事
情
と
は
異
な
る
要
因
に
よ

っ
て
組
合
経
営
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

全
期
間
を
通
じ
て
購
買
事
業
量
が
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
貸
付
金
額
は
三
〇
年
代
に
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
震
災
以
降
に
進
ん
だ
こ
の
地
域
の
都
市
化
に

よ
っ
て
、
資
金
需
要
が
小
さ
く
貯
蓄
の
出
し
手
と
な
る
俸
給
生

活
者
層
を
組
合
が
大
き
く
取
り
込
ん
だ
こ
と
の
影
響
が
、
組
合

経
営
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
北
多
摩
郡
の
産
業
組
合

は
、
西
・
南
多
摩
郡
と
比
較
し
て
、
よ
り
都
市
的
な
性
格
を
強

く
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　全
国
的
に
見
て
遅
い
時
期
に
件
数
を
伸
ば
し
た
東
京
府
の
組

合
は
、
そ
の
資
金
需
要
の
相
対
的
な
強
さ
に
特
徴
が
あ
り
、
特

に
震
災
後
は
復
興
資
金
を
名
目
と
す
る
借
入
の
他
、
産
業
組
合

の
連
合
団
体
や
市
中
銀
行
か
ら
も
多
額
の
資
金
を
調
達
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
は
、
都
市
部
が
恐
慌
か
ら

相
対
的
に
早
く
立
ち
直
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
概
ね
順
調
に
事
業
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を
展
開
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
れ
に
対
し
て
、
多
摩
地
域
で
は
震
災
の
影
響
が
大
き
く
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
借
入
金
額
は
東
京
府
ほ
ど
大
き
く
は
な

く
、
郡
ご
と
に
産
業
組
合
を
め
ぐ
る
事
情
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
西
多
摩
郡
は
農
村
的
性
格
に
支
え
ら
れ
て

産
業
組
合
が
い
ち
早
く
展
開
し
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
比
率

で
住
民
を
組
織
化
し
て
い
た
。
一
方
、
南
多
摩
郡
は
銀
行
が
多

数
立
地
す
る
中
で
、
主
産
業
た
る
養
蚕
・
製
糸
業
の
消
長
に
規

定
さ
れ
て
組
合
事
業
は
長
く
低
迷
す
る
。
逆
に
北
多
摩
郡
で
は

都
市
化
の
伸
展
に
よ
っ
て
資
金
需
要
が
弱
く
安
定
的
な
貯
金
の

出
し
手
と
な
る
俸
給
生
活
者
を
取
り
込
み
、
順
調
に
事
業
を
展

開
し
て
い
た
。
個
別
組
合
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
の
個
性
は
さ

ら
に
多
様
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、
個
別
組

合
の
動
向
を
郡
別
に
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
考
察
す
る
こ
と
を
、

今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
し
た
い
。
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